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ストレージを管理します

ストレージを追加します

VM をバックアップまたはリストアする前に、ストレージクラスタまたは Storage VM を
追加する必要があります。ストレージを追加すると、 SnapCenter Plug-in for VMware

vSphere が vCenter でバックアップとリストアの処理を認識して管理できるようになり
ます。

• 使用する GUI

VMware vSphere Web Client を使用してストレージを追加します。

• サイズの大きい LUN

SnapCenter Plug-in for VMware vSphere 4.5 以降では、 ASA アグリゲートで最大 128TB の大容量 LUN

サイズのデータストアがサポートされます。大規模な LUN の場合、 SnapCenter ではレイテンシを回避
するためにシックプロビジョニング LUN のみがサポートされます。

• VMware の仮想ボリューム（ VVOL ）

最初に VVOL ストレージシステムを ONTAP Tools for VMware vSphere に追加してから、 VVOL ストレー
ジシステムを SnapCenter Plug-in for VMware vSphere に追加する必要があります。

詳細については、を参照してください "VMware vSphere 向け ONTAP ツール"

作業を開始する前に

ESXi サーバ、 SnapCenter VMware プラグイン、および各 vCenter は、同時に同期する必要があります。ス
トレージを追加しようとしても、 vCenter の時刻設定が同期されていないと、 Java 証明書エラーが表示され
て処理が失敗することがあります。

このタスクについて

SnapCenter VMware プラグインは、直接接続された Storage VM と Storage クラスタ内の Storage VM でバ
ックアップおよびリストア処理を実行します。

SnapCenter VMware プラグインを使用して VMDK 上のアプリケーションベースのバックアッ
プをサポートしている場合は、 SnapCenter の GUI を使用してストレージクレデンシャルを入
力し、ストレージシステムを登録する必要があります。

• リンクモードの vCenter では、各 vCenter にストレージシステムを個別に追加する必要があります。

• Storage VM の名前は管理 LIF に解決できる必要があります。

SnapCenter で Storage VM 名に etc ホストエントリを追加した場合は、それらのエントリが仮想アプライ
アンスからも解決できることを確認する必要があります。

管理 LIF に解決できない名前の Storage VM を追加すると、プラグインがその Storage VM 上のデータス
トアまたはボリュームを検出できないため、スケジュールされたバックアップジョブが失敗します。この
場合は、 Storage VM を SnapCenter に追加して管理 LIF を指定するか、 Storage VM を含むクラスタを
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追加してクラスタ管理 LIF を指定してください。

• ストレージクレデンシャルは、 SnapCenter VMware プラグインの複数のインスタンス間、または
Windows SnapCenter Server と vCenter 上の SnapCenter プラグイン間で共有されません。

手順

1. vSphere Web Client の左側のナビゲーションペインで、 * ストレージシステム * をクリックします。

2. ストレージシステムページで、をクリックします  * 追加 * 。

3. Add Storage System * ウィザードで、次の表に示す基本的な Storage VM またはクラスタ情報を入力しま
す。

フィールド名 操作

ストレージシステム ストレージクラスタまたは Storage VM の FQDN ま
たは IP アドレスを入力してください。SnapCenter

VMware プラグインは、異なるクラスタ上で同じ名
前のストレージシステムを複数サポートしていませ
ん。SnapCenter でサポートされる各ストレージシ
ステムには、一意のデータ LIF IP アドレスが必要
です。

プラットフォーム プラットフォームを選択します。

ユーザ名 Storage VM へのログオンに使用する ONTAP ユー
ザ名を入力します。

パスワード Storage VM のログオンパスワードを入力します。

プロトコル ストレージプロトコルを選択します。

ポート ポート 443 （デフォルト）またはポート 80 を選択
して vCenter と通信します。ポート 443 は、 VM

およびデータストアのバックアップとリストアの処
理を実行する際に、 SnapCenter Plug-in for

VMware vSphere 用 Storage VM ホストと vCenter

間の通信に使用されます。VVol VM を保護する場合
は、デフォルトのポート 443 を選択する必要があ
ります。

タイムアウト vCenter が処理をタイムアウトするまで待機する秒
数を入力します。デフォルトは 60 秒です
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フィールド名 操作

優先 IP Storage VM に複数の管理 IP アドレスがある場合
は、このチェックボックスをオンにして、
SnapCenter で使用する IP アドレスを入力しま
す。* 注： * IP アドレスを入力するときは角かっこ
（ [] ）を使用しないでください。

SnapCenter サーバイベントを syslog に記録します SnapCenter VMware プラグインのイベントをログ
に記録するチェックボックスをオンにします。

処理に失敗した場合に AutoSupport 通知をストレー
ジシステムに送信します

失敗したデータ保護ジョブに関する AutoSupport 通
知を有効にする場合は、このチェックボックスをオ
ンにします。また、 Storage VM で AutoSupport を
有効にし、 AutoSupport E メールを設定する必要が
あります。

4. [ 追加（ Add ） ] をクリックします。

ストレージクラスタを追加すると、そのクラスタ内のすべての Storage VM が自動的に追加されます。自
動的に追加された Storage VM （「暗黙的な」 Storage VM とも呼ばれます）は、クラスタのサマリーペ
ージに、ユーザ名ではなくハイフン（ - ）で表示されます。ユーザ名は、明示的なストレージエンティテ
ィに対してのみ表示されます。

ストレージシステムを管理

VMware vSphere Web Client を使用して VM やデータストアをバックアップまたはリス
トアするには、ストレージを追加する必要があります。

Storage VM を変更します

VMware vSphere Web Client を使用して、 SnapCenter Plug-in for VMware vSphere に登録されているクラス
タおよび Storage VM の構成を変更し、 VM のデータ保護処理に使用できます。

クラスタの一部として自動的に追加された Storage VM （暗黙的な Storage VM とも呼ばれます）を変更する
と、その Storage VM は明示的な Storage VM に変更され、そのクラスタ内の残りの Storage VM を変更する
ことなく個別に削除できます。Storage Systems ページでは、暗黙的な Storage VM の場合、ユーザ名が "-"

と表示されます。ユーザ名はクラスタリスト内の明示的な Storage VM に対してのみ表示され、 ExpicitSVM

フラグは true に設定されています。すべての Storage VM は、関連付けられたクラスタの下に常に表示され
ます。

SnapCenter の GUI を使用してアプリケーションベースのデータ保護処理用に Storage VM を
追加した場合は、追加した Storage VM を変更するために同じ GUI を使用する必要がありま
す。

手順

1. VMware vSphere Web Client の左側のナビゲータペインで、 * ストレージシステム * をクリックします。

2.
[* ストレージシステム * ] ページで、変更する Storage VM を選択し、をクリックします  * 編集 * 。

3. [Edit Storage System*]( ストレージ・システムの編集 ) ウィンドウで新しい値を入力し '[Update]( アップ
デート ) をクリックして変更を適用します
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Storage VM の名前を変更します

VM をリソースグループに追加したあとに名前を変更すると、 SnapCenter Plug-in for VMware vSphere が名
前ではなく VM UUID に対応しているため、リソースページに新しい名前が表示されないことがあります。

リソースページに新しい VM の名前が表示されるようにするには、次の手順を実行します。

1. リソースグループを編集して VM を削除する。

2. VM の名前を変更します。

3. リソースグループに VM を再度追加します。

Storage VM を削除します

VMware vSphere Web Client を使用して、 vCenter のインベントリから Storage VM を削除できます。

SnapCenter の GUI を使用してアプリケーションベースのデータ保護処理用に Storage VM を
追加した場合は、追加した Storage VM を変更するために同じ GUI を使用する必要がありま
す。

作業を開始する前に

Storage VM を削除する前に、 Storage VM 内のすべてのデータストアをアンマウントする必要があります。

このタスクについて

削除する Storage VM に存在するバックアップがリソースグループに含まれていると、そのリソースグループ
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のそれ以降のバックアップは失敗します。

手順

1. VMware vSphere Web Client の左側のナビゲータペインで、 * ストレージシステム * をクリックします。

2. [* ストレージシステム * ] ページで、削除する Storage VM を選択し、 [ * 削除 ] をクリックします。

3. [ ストレージ・システムの削除 ] 確認ボックスで '[ ストレージ・システムの削除 *] のチェックボックスを
オンにし '[ はい *] をクリックして確定します

4. 削除した Storage VM が ESXi 6.7 Server で管理されていた場合は、 Web Client Service を再起動する必
要があります。

"VMware vSphere Web Client Service を再起動します"。

設定されているストレージタイムアウトを変更します

以前にバックアップが正常に実行されていたとしても、 SnapCenter Plug-in for VMware

vSphere がストレージシステムの待機時間が設定されたタイムアウト時間を超えると、
バックアップが失敗することがあります。この状況が発生した場合は、設定されている
タイムアウト値を大きくすることができます。

このエラーが発生する可能性があります Unable to discover resources on SCV: Unable to get

storage details for datastore <xxx>…

手順

1. VMware vSphere Web Client で、 * Storage Systems * をクリックします。

2. Storage Systems （ストレージ・システム）ページで、変更するストレージ・システムを選択し、 * Edit

（編集） * をクリックします。

3. [ タイムアウト ] フィールドで、秒数を増やします。

大規模な環境では 180 秒を推奨します。
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